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１．委員の指摘及び提言概要 

海洋におけるマイクロプラスチックの分布解明によるプラスチック対策につながる広域観測の

ための小型の計測機として、分粒装置の開発を含めて精度の高い連続計測装置開発に見込みがつき、

非常に期待される手法が検討されており、大筋では所期の目標を概ね達成している。世界標準とな

る方法の開発を目指してほしい。様々な実際の場での継続的使用性を確認するとともに、有用な環

境データの蓄積に期待する。システムのコスト次第で普及が可能ではないか。 

他の定量評価法との比較を含め、他の研究テーマとの意見交換などの連携を期待する。 

 

２．採点結果 

評価ランク：Ａ 

 


